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要  約 

仁淀川水系柳瀬川流域において，水稲栽培で使用された除草剤3成分(ダイムロン，プレチラクロー

ル，メフェナセット)の流出状況を調査した. 

1.  除草剤3成分の河川水中濃度は，それぞれの使用最盛期または，その直後にピークが認められた．

しかし，調査期間中の環境基準点(黒岩橋)における河川水中濃度は，水産動植物の被害防止に係

る農薬登録保留基準値を下回っていた． 

2.  除草剤3成分の水田から河川への流出量は，使用最盛期間あるいは直後の降雨により増加する傾

向が認められた．  

3.  除草剤3成分の水田から河川への流出率は，ダイムロン＞メフェナセット＞プレチラクロールの

順で高く，土壌吸着性が高い成分ほど低くなる傾向が認められた． 

 

キーワード：水田，除草剤，流出，土壌吸着 

 


